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日  程 2024年 10月 9日（水） 

会  場 ミツイコーポレーション東京支社 

参加者数 約 80名  内県外 43名   

講演会内容 

受付 16：30 

開始 17：00～18：50 

〇伊藤代表現状報告  

〇東京支部活動報告 

〇２０２４年７月度アカデミー賞発表 

アカデミー賞受賞者プレゼンテーション  北迫紗希さん（エアフロー） 

韓国交流参加者プレゼンテーション  清水紀子さん（タエビス） 

ボランティア活動プレゼンテーション  松村謙介さん（サムソン＆デリラ） 

懇親会 19時 15分～ 塚田農場 

ウッデイキチン事務局 

文章・写真提供／向井 健介 

mailto:info@woodychicken.com


雨上がりの東京。風が強くて少し肌寒い・・・いよいよ秋の入り口かな 

今年も、ミツイさんのスタジオをお借りして７月度のアカデミー賞の発表を行いました。 

アカデミーの総参加人数は、１４７名！ 

今回もとてもレベルの高いレポートでした！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MC 鈴木博さん（タエビス） 

 

 

 

 

 

 

 

東京支部活動報告 山本さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状報告 ウッディ代表伊藤豊氏 

・ボランティアについて 

地震後１週間後、金沢の松村さんが中心になって救援物資などの手配から始まりました。 

現在は、瓦礫撤去と炊き出しを１か月に一度程度活動しています 

さらに９月の豪雨で状況が悪化しているところもあり、現在も日々情報を入れて今後の活動につなげています。 

ボランティアは、学びです。相手の気持ちになって行動に移すところから感じて気づきにつなげていきたいですね 

そして２回目の義援金を、被災しているサロン様に直接手渡しで渡届けてきました。 

 

・アカデミー賞実行委員 

１２月リーグからは、副賞を用意します。スタイリストノートとアシスタントノートの利益から捻出します。 

 



・韓国の短期交換留学を通じて今感じていることは旬の情報を交換できていることがいいことです。 

講師会を立ち上げて、技術の交流を通じて技術のディプロマを作成しました。 

のちに講師料を設定して、サロン活動以外に収入を得れるように考えています。 

第２弾として、ワールドビューティーネットワーク構想です。 

２年ぐらいかけて構築していこうと思います。マネジメント・経営・技術の交流で「進化し続ける」がテーマです。 

 

東京支部活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０２４年７月度アカデミー賞授賞式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アカデミー賞受賞者プレゼンテーション 

☆エアフロー 北迫紗希さま ４回受賞のハイパフォーマー！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アナザラグーン勤務 

 

・アカデミー賞は私たちの最高記録を更新し続ける場 

・アカデミー賞のためにサロンワークがあるのではなく、最高記録を達成し、過去の自分よ

り成長するために過程を評価される成長主義のアカデミー賞だと思います。 

・レポートがチャレンジ月の自己評価になる 

沢山の方のレポートを観させていただいて、同じ職場で勤務はしていませんが、たった１枚

のレポート用紙からその方がどのように頑張っていたのかどんな立地でどんな環境で仕事を

しているのかがとても分かりやすく参考にさせてもらっています 

レポートを書くとき思うことがあります。順調よく進んだときはすらすらかけますが、逆の

時はなかなか進みません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２年前のアカデミー賞の授賞式で、他の受賞者の熱量の高さにモティベーションが上がりま

した。またこの会に参加したいと思いました。それは今の気持ちの強さになっています。 

２００万円を超えたところで、新たな壁にあたりました。 

それについてお話します↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



お客様が今求めているものはなにか・・・ 

お客様の真の要望に自分は答えられているのかを考え抜きました！そこで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



韓国交流会参加者プレゼンテーション 

☆タエビス 清水紀子さま  

「韓国留学を通しての心と技術の学び」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各 2 名ずつ合計 10 名！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



やりたかったこと...  やってみたかったこと... 

大人になるにつれ、なんだか、やれない理由を作って、毎日の生活に満足していたのかもしれません。 

ただの街の美容師が世界にチャレンジしている... 

なんか、素敵じゃないですか？ 

アリがティラノサウルスに立ち向かっているような... 

カメがウサギと共存して、いつか女性総理が誕生する日が来るかもしれません.... 

私にとっては、たまたま韓国というきっかけのチャンスに、ビビリな私の背中を押してくださる社長、スケ

ールの大きな未来を見せてくださる伊藤代表をはじめ、関わる全ての皆様に心の底より感謝申し上げ

ます。 

次回は...2025年 5月 6日～9日です！  清水紀子 

 

ボランティア活動プレゼンテーション   

☆松村謙介さん（サムソン＆デリラ）  

「能登半島地震災害 ボランティア活動報告」 

 

 

 

 

ボランティアとは 

ボランティアとは、個人が無償で社会や他者のために奉仕活動を行うことを指します。報酬を目的とせ

ず、自己の時間や労力を提供して社会貢献や他人の助けとなる行動を行うもので、地域社会、災害

支援、環境保護、教育、福祉など、さまざまな分野で行われます。 

 ボランティアの主な目的には、社会問題の解決、地域社会の活性化、困っている人々への支援など

があり、活動を通じて他者とのつながりや自己成長を得ることも多いです。また、ボランティア活動を通

じて新しいスキルを学んだり、視野を広げることも可能です。 

 ボランティアは、組織化された活動に参加することもあれば、個人の自主的な行動として行われるこ

ともあります。 

 

ボランティアで一番大事なことは？ 

ボランティアで一番大事なことは「相手を思いやる気持ち」と「無償の奉仕精神」です。具体的には以

下の要素が重要です。 

  共感と思いやり：ボランティア活動の本質は、困っている人や社会のニーズに対して共感し、助けた

いという気持ちから成り立っています。相手の立場に立って、何が必要かを考え、真撃に向き合う姿勢

が大切です。 

   継続性と責任感：一度だけの活動ではなく、継続して支援することで本当の効果が生まれます。ま

た、引き受けた役割や責任をしっかり果たすことも重要です。 

   謙虚さ：自分の意見や価値観を押し付けず、相手のニーズや状況に合わせた支援を行うことが大

切です。ボランティアは自分が目立つための活動ではなく、あくまで支援する側の役割を果たすという

謙虚な姿勢が求められます。 

  柔軟性と協力性：ボランティア活動はチームで行われることが多いため、他のボランティアや関係者

と協力し合い、柔軟に対応することも大切です。変化する状況に対応しながら、最善の方法を模索す

る力が必要です。 



  自己成長と学びの姿勢：ボランティアは自分自身の成長にもつながります。新しい視点やスキルを

学ぶ機会が多いため、積極的に吸収し、自分を高めていく姿勢が大事です。 

・これらを心に留め、相手や社会に対して貢献することが、ボランティアの本質と言えます。 

 

地元が被災して初めて災害の大変さがわかった・・・ 

今までも熊本などボランティア活動はしていましたが、自分の住んでいる街が被災して初めて実感しま

した。目が覚める想い。今までの自分の活動の仕方を改めて見直しました。 

発災後からの現在までの活動 

 1月 8日 初支援物資配布（輪島市門前町浦上公民館） 

 1月 9日 支援物資配布（輪島市門前町門前中学校） 

 1月 14日 支援物資（輪島市門前町浦上公民館） 

 1月 15日支援物資（輪島市のスタッフ親戚、門前町） 

 1月 22日支援物資 2 トントラック 2台（輪島市門前町老人ホーム、お客様がいる七尾の会社） 

 2月 5日 能登島净尊寺（瓦礫撤去） 

 2月 12日能登島浄尊寺、光顕寺（瓦礫撤去） 

 2月 14日能登町白丸（初炊き出し） 

 2月 22日 義援金配布（七尾～門前） 

 2月 26日珠洲市宝立小学校（避難所支援） 

 3月 5日 支援物資配布（輪島市門前町老人ホーム、後輩のサロン） 

 3月 21日 支援物資配布（輪島市門前町後輩のサロン） 

 3月 25、26日能登島浄尊寺（瓦礫撤去） 

 4月 22日能登町高源寺（瓦礫撤去） 

 4月 29日能登島（炊き出し、ホスピタルクラウンイベント） 

 5月 20日能登島 網小屋（瓦礫撤去） 

 6月 3日能登島 網小屋（瓦礫撤去） 

 6月 16日 能登町松波（炊き出し） 

 7月 15日能登島鰀目（炊き出し、瓦礫撤去） 

 8月 29日 珠洲市、輪島市、七尾市、門前義援金配布 

 9月 16、17能登町炊き出し、能登島瓦礫撤去 

合計 23回 

 

支援物資配布 7回 

瓦礫撤去    8回 

炊き出し     5回 

義援金配布   2回 

 

瓦礫撤去作業 

 

 

 

 

 



義援金の配布 17サロン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炊き出し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月の豪雨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

まだまだ進んでいないことが多いです・・・ 

今後も継続していきますので、ご協力よろしくお願いします。  松村謙介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



懇親会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上です。 

ウッディ事務局 向井健介 


